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　　　　　　　　　　　 　推進項目の達成度
 　重点項目

完全に実施で
きたもの

ある程度成果
が出たもの

まだ成果が現
れていないもの

１ 事務事業・組織機構の見直し（17項目）６項目 35.3％５項目 29.4％６項目 35.3％
２ 職員の意識改革の推進（６項目） １項目 16.7％５項目 83.3％０項目 0％

３
職員の定員・給与の適正化の推進（２
項目）

０項目 0％ ２項目 100％ ０項目 0％

４
情報化等の推進による行政サービスの
向上（３項目）

１項目 33.3％１項目 33.3％１項目 33.3％

５ 効率的な公共施設の管理運営（１項目）０項目 ０％ ０項目 ０％ １項目 100％
６ 健全な財政運営（６項目） ２項目 33.3％ ２項目 33.3％ ２項目 33.3％

合　　計（全35項目） 10項目28.6％ 15項目42.9％ 10項目28.6％
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平
成
16
年
度
は
、
全
部
で
35
の
推
進

項
目
に
つ
い
て
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
推
進
項
目

に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
①「
推
進
項
目

に
つ
い
て
完
全
に
実
施
で
き
た
も
の
」、

②「
推
進
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に

つ
い
て
着
手
し
、
あ
る
程
度
成
果
が
出

た
も
の
」、
③「
協
議
な
ど
は
重
ね
て
い

る
も
の
の
成
果
と
し
て
ま
だ
現
れ
て
い

な
い
も
の
」
の
３
種
類
に
分
け
て
達
成

度
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
庁
的
な
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成

16
年
度
に
定
め
た
推
進
目
標
が
ど
の
程

度
達
成
で
き
た
か
を
表
１
に
、
ま
た
、

実
施
で
き
た
項
目
の
具
体
的
な
内
容
を

表
２
に
示
し
ま
し
た
。

　

35
項
目
の
内
訳
は
、
①
の「
完
全
に

実
施
で
き
た
も
の
」
が
10
項
目
、
②
の

「
あ
る
程
度
成
果
が
出
た
も
の
」が
15
項

目
、
③
の「
ま
だ
成
果
が
現
れ
て
い
な

い
も
の
」
が
10
項
目
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。
①
と
②
を
合
わ
せ
る
と

25
項
目
、
全
体
の
71
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
組
み
の
成
果

は
あ
る
程
度
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
が
、
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め

　

村
で
は
、
平
成
13
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
計

画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
中
に
、
平
成
18
年
度
か

ら
22
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る「
第
３

次
行
財
政
改
革
大
綱（
仮
称
）」（
以
下

「
新
・
大
綱
」
と
い
う
）
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
・
大
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
過
去
５
年
間
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

総
括
的
な
評
価
を
実
施
し
、
課
題
や
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
や
住
民
意
識
の
多
様
化

等
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
昨
今
の
厳
し

い
状
況
に
対
処
す
る
た
め
の
新
た
な
推

進
項
目
の
設
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
中
身
で
す
が
、
第
２
次

行
政
改
革
大
綱
に
は
、
①
推
進
内
容
が

抽
象
的
な
項
目
が
あ
る
こ
と
、
②
取
り

組
み
の
担
当
課
が
不
明
確
な
項
目
が
あ

る
こ
と
、
③
推
進
目
標
が
数
値
化
さ
れ

て
い
な
い
項
目
が
あ
り
、
成
果
を
数
値

で
示
せ
な
い
こ
と
な
ど
、
改
善
を
図
る

べ
き
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
策

定
で
は
見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
３
月
、
総
務
省
か
ら「
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
財
政
改
革
の

た
め
の
新
た
な
指
針
」が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
一
部
自
治
体
の
不
適
切

な
手
当
て
の
支
給
な
ど
に
対
す
る
国
民

か
ら
の
厳
し
い
批
判
を
踏
ま
え
、
今
後

５
年
間
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

示
し
た「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
、
今
年

度
中
に
策
定
・
公
表
す
る
よ
う
、
全
国

の
自
治
体
に
求
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
指
針
を
受
け
、
村
で
も「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
新
・
大
綱
の
計
画
期

間
と
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
計
画
年

度
が
お
お
む
ね
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

新
・
大
綱
と「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
１

冊
に
ま
と
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」に
は
、
盛

り
込
む
べ
き
推
進
項
目
が
具
体
的
に
列

記
さ
れ
て
い
る
上
、「
住
民
に
わ
か
り

や
す
く
、
か
つ
、
他
団
体
と
比
較
可
能

な
数
値
目
標
を
示
す
こ
と
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
検
討

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
全
庁
的
な
体
制
で
策
定
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
組
織
で
あ
る

「
行
政
改
革
懇
談
会
」か
ら
の
助
言
・
提

言
を
得
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
す

る
な
ど
し
、
職
員
が
や
り
が
い
を
持
っ

て
取
り
組
め
、
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

（
仮
称
）」を
策
定
し
ま
す
！

に
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
不
断
の
努

力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。村
で
は
、

今
年
度
も
、
平
成
17
年
度
の
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
行
財
政
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

合

せ 

政
策
審
議
室（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
３
７
１
）

平
成
16
年
度
の
取
り
組
み

結
果
は
?

番
号

報告します！
行財政改革取り組み状況

　村では、平成13年３月に策定した「東海村第２次行政改革大綱」に基
づき、毎年、行財政改革を推進しています。今月号では、平成16年度
の行財政改革の達成状況および今年度中に予定している「第３次行財
政改革大綱（仮称）」策定の基本的な考えた方についてお知らせします。

～平成16年度は10の目標を達成！～

「行政改革大網平成16年度実施計画」推進項目の達成度（表１）
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今
後
、
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な
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に
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む
と
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、
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組
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で
あ
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ら
の
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、
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て
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。

（表２）平成16年度に完全に実施できた10項目

①事務事業評価制度の定
着と充実〔政策審議室〕

　村では800を超える事務事業を行っていますが、このうち268の事業を選び事務事業評価を実施
しました。事務事業評価とは、事業を妥当性、成果、効率性の観点からチェックし、その結果を
今後の事業の実施に生かしていくものです。平成16年度は、評価制度を導入してから３年目の年
でしたが、この間、調査シートの内容などに工夫・改善を凝らしているほか、継続的に研修会を
実施してきました。その結果、職員の意識改革も進み、それに伴い評価の精度も向上してきてい
ることから、目標としていた「評価制度の定着と充実」は達成したと判断しました。ただ、今後も
継続的に制度の改善を図っていく必要がありますし、事務事業評価より一歩進んだ施策評価の導
入も検討課題ですので、平成17年度も行財政改革の推進項目の一つとして継続的に取り組んでい
くこととしています。

②総合福祉センターの完
成に伴う総合的社会福
祉施設の一元化と福祉
サービスの充実〔社会福
祉課・高齢福祉課〕

　平成16年４月に総合福祉センターが完成したことにより、これまで以上に保健・福祉の連携
が図れるようになりました。施設の運営については、住民を含めた「運営協議会」（委員10人）を
組織し、毎月の利用状況や次月の利用予定を報告するとともに、利用者からの意見・要望を検
討するなど、問題解決のために施設が一丸となって取り組んでいます。その結果、①大広間の
カラオケ回数の増、②入浴の際の腕輪の改善、③両替機の設置、④ヘルストロン（電位治療器）
の設置、⑤エントランスの不便解消など、運営全般にわたる不便が解消されました。

③東海村村道改良舗装採
択基準の運用の推進〔建
設課〕

　村道の新設・拡幅などの要望は、毎年「区長要望」として行政に寄せられます。行政では、要望の内容
を「村道改良舗装採択基準」に照らし、投資効果等について分析し、その上で工事を行うかどうか判断し
ています。平成16年度も６件の要望が寄せられましたが、これらの要望については、基準に照らして適
正に判断した結果、投資効果が見込めないと判断されたため、６件すべてについて採択を見送りました。

④官報情報のシステム化
の検討〔総務課〕

　村ではこれまで、官報（新たに公布された法律等、国が国民に告知する必要がある事項につい
て記載された政府の発行する機関誌）を購入していましたが、平成16年度から購入をやめ、インタ
ーネットによる検索に切り替えました。これまでの紙面による収集・管理業務が無くなったため、
保存スペースが不要になったほか、担当職員の業務の効率化が図られました。また、官報情報検
索システムは、昭和22年から直近まで検索できるなど、情報量が豊富で、検索スピードも早いこ
とから、業務の効率化・情報の共有化の面で大きな効果が出ています。なお、これまでの紙面に
よる購読料は、月に3,596円でしたが、情報検索システムは月に2,100円と、経費も節減されました。

⑤容器包装リサイクル法施
行に伴うその他プラスチ
ックの分別収集の委託
化検討〔環境政策課〕

　検討の結果、分別収集業務はシルバー人材センターへの完全委託、減容器については、リー
ス契約と決定しました。また、村内32区だけではなく、必要に応じて地域説明会を実施したほか、
広報紙を活用したり、分け方・出し方を説明したパンフレットやハンドブック（便利帳）を作成
したりするなど、住民の皆さんへの積極的な周知に努めました。

⑥地方分権に即した簡素
で効率的な組織・機構
の整備〔政策審議室〕

　税金滞納者の増加に対応し、徴収体制の整備を図るため、企画総務部税務課内に「収納管理室」
を設置しました。この改編により、平成17年４月１日現在、村の組織は31課６室65係体制とな
りました。

⑦職員提案制度の活用〔政
策審議室〕

　職員が、行財政改革についていつでも自由に提案できる制度として「職員提案制度」がありますが、
平成９年度から15年度までの７年間で、提案はわずか７件という状況でした。このような状況を打開
するため、平成16年度に「東海村職員提案要綱」を見直し、より提案しやすい制度としました。また、
村長、助役、各部課長を中心に、提案の気運を醸成し、提案を全庁的に奨励しました。さらに、パン
フレットの作成や庁内放送の活用、標語の作成など啓発活動に努めた結果、最終的に42件の提案が
寄せられました。これらの提案は提案審査会で厳正な審査を行い、このうち10件が採択されています。

⑧東海村情報化推進計画
に沿った電子行政のシ
ステム化の推進〔企画財
政課〕

　「いばらき電子申請・届出サービス」（これまでの窓口申請に加え、職場や自宅のパソコンから
インターネットを利用して申請や届け出が簡単にできるシステム）が稼働しました。平成16年度
末現在で、19事務についてインターネットを利用して申請ができるようになっています。電子
申請はまだ少ない状況ですが、申請手法の選択肢が増えたことで、住民サービスの向上が図ら
れました。また、職員を対象に情報セキュリティに関する研修会を実施したことにより、これ
までに比べ、職員の情報に関する認識が高まり、セキュリティの確保を図ることができました。

⑨国・県の補助金・助成
金の有効活用〔各課〕

　各課で国・県の補助金内容を精査の上、その有効活用に努めました。平成16年度に利用した
国の補助金等は約11億5,000万円、県の補助金等は約5億2,000万円でした。

⑩経常経費のうち事務的経
費の削減〔企画財政課・
各課〕

　各課において、事務的経費（旅費、消耗品費、燃料費、食料費、印刷製本費など）の削減に努
力しました。その結果、平成16年度当初予算715,630千円に対する執行額は、62,449千円減（執
行率にして91.3％）の653,181千円に抑えられました。
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▼
最
近
、
病
院
で
の
医
療
ミ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
を
耳
に
し
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

新
東
海
病
院
は
自
治
医
科
大
学
関
連
の
協
会
に
委
託
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
医
師
の
質
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

▽
新
病
院
建
設
準
備
室
長 

（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会

所
属
の
医
師
は
、
自
治
医
科
大
学
卒
の
医
師
が
約
３
分

の
１
、
そ
の
他
の
国
立
・
私
立
大
学
卒
の
医
師
が
約
３

分
の
２
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
協
会
会
長
は
自

治
医
科
大
学
の
学
長
で
あ
り
、
日
本
医
学
会
の
会
長
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
師
の
指
導
管

理
を
行
っ
て
い
る
組
織
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
村
と
し

ま
し
て
は
、
同
協
会
と
の
間
で
運
営
協
議
会
と
い
う
組

織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
医
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

の
管
理
に
つ
い
て
も
十
分
に
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▽
助
役　

現
東
海
病
院
の
医
師
の
方
々

は
、
決
し
て
こ

れ
ま
で
が
悪
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
チ
ー
ム
医
療
と
い
う
形
で
専
門
科
ご
と
に
一

つ
の
治
療
方
針
を
定
め
、
組
織
と
し
て
の
医
療
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉

県
大
宮
市
に
あ
る
、（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
の
全
国

的
な
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
恒
常
的
に
医
師
を
派
遣
し
、
常

に
医
師
の
訓
練
・
医
療
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
築
10
年
を
経
過
し
、
隣
地
に
新
病

院
も
建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
面
を
考
慮
し
、
ひ

た
ち
な
か
地
区
へ
の
焼
却
炉
建
設
を
ひ
た
ち
な
か
市
と

協
議
の
上
、
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
経
済
環
境
部
長　

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
村

と
ひ
た
ち
な
か
市
と
で
行
政
連
絡
協
議
会
の
下
部
組
織

と
し
て
、
環
境
問
題
検
討
連
絡
会
を
設
置
し
、
そ
の
中

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
と
し
て
も
供
用

開
始
か
ら
既
に
20
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
急

な
建
設
を
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

ま
し
て
も
、
単
独
で
造
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ひ
た
ち
な
か
地
区
に
造
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

規
模
等
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

▼
子
ど
も
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
老
人
の
方
々
な

ど
が
、
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
場
と
し
て
、「
絆

き
ず
な

」が

と
て
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
く
際
の
ピ
ア
ノ
の

運
搬
に
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
ピ
ア
ノ

の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。
新
品
で
な
く
て
も
、
家
庭
で

使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
の
提
供
を
呼
び
掛
け
れ
ば
、
申

し
出
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

村
政
懇
談
会

皆
さ
ん
の
声
を
村
政
に
！

▼
問

合

せ　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
４
１
）

　

今
月
号
で
は
、
先
月
号
に
引
き
続
き
、
７
月
下
旬
か
ら
８

月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
村
政
懇
談
会
で
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
村
政
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
お
声
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
本
紙
の
７
・
８
ペ
ー
ジ
に
綴
じ
込
ん
で
あ
り
ま

す
封
書
な
ど
を
利
用
し
て
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

村
松 

小
学
校
区

中
丸 

小
学
校
区

石
神 

小
学
校
区

編

主
な
質
疑
応
答
内
容

▽村松小学校区

■日　　時 ７月５日（火）　午後７時～９時
■場　　所 真崎コミュニティセンター
■対　　象 真崎区、舟石川３区、原電滝
坂区、原研荒谷台区の住民
■参加者数 63人
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▽
福
祉
部
長　

ど
な
た
か
寄
贈
い
た
だ
け
る
よ
う
な
協

力
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
村
内
の
幹
線
道
路
に
は
そ
れ
ぞ
れ
街
路
樹
が
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
所
々
無
く
な
っ
て
い
て
、
植
樹
枡
に

雑
草
が
生
え
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
景
観
的
に
良
く

な
い
の
で
、
管
理
お
よ
び
補
充
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
建
設
水
道
部
長 

街
路
樹
が
枯
れ
て
無
く
な
っ
た
場

合
な
ど
は
村
で
補
充
し
ま
す
。
ま
た
、
街
路
樹
が
植
え

て
あ
る
植
樹
桝
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
そ

れ
ぞ
れ
花
を
植
え
た
り
草
を
取
っ
た
り
な
ど
管
理
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
住
民
の
方
の
協
力
を

得
な
が
ら
管
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
先
日
行
わ
れ
た
環
境
自
治
体
会
議
に
私
も
参
加
し
ま

し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
大
き
な
会
議
な
の
に
村
民
の
参

加
が
少
な
く
思
い
ま
し
た
。
特
に
３
日
目
の
閉
会
式
で

は
、
会
場
に
空
席
が
目
立
ち
寂
し
い
感
じ
で
し
た
。
環

境
自
治
体
会
議
に
つ
い
て
の
評
価
は
ど
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
後
村
政
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
経
済
環
境
部
長 

参
加
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
日

目
に
７
０
０
人
、
２
日
目
に
９
０
０
人
、
３
日
目
に

４
０
０
人
、
全
体
で
延
べ
約
２
０
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
３
日
目
は
そ
れ
ぞ
れ
帰
り
の
都

合
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
参
加
者
が
少
な
く
感
じ
ま
し
た

が
、
２
日
目
の
分
科
会
へ
の
村
民
の
参
加
は
相
当
あ
り

ま
し
た
。
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
か
ら
大
変

良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
何
に
生
か
す
か

に
つ
い
て
は
、
10
月
に
行
う
東
海
村
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
テ
ー
マ
と
し
て
盛
り
込
む
と
か
、
地
球
温
暖
化
対
策

協
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
横
の
連
携
が
図
れ
る
組
織

を
つ
く
る
な
ど
、
環
境
に
対
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
問
題
や
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
政
策
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
下
水
道
工
事
な
ど
の
後
の
、
道
路
の
復
元
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。
村
内
の
道
路
を
車
で
走
行
中
、
工
事
後

の
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
な
た
め
、
ロ
ー
リ
ン
グ
や
ピ
ッ
チ

ン
グ
、
ヨ
ー
イ
ン
グ
ま
で
起
こ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
所
で

は
、
工
事
後
３
か
月
ほ
ど
で
、
埋
め
戻
し
た
部
分
が
既

に
へ
こ
ん
で
い
ま
す
。土
木
業
者
の
技
術
が
低
い
の
か
、

適
正
な
埋
め
戻
し
を
行
っ
て
い
な
い
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
役
場
で
は
工
事
完
了
の
検
収
検
査
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ひ
ど
い
場
合

は
業
者
に
や
り
直
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
の
で
す
が
、
対

応
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
建
設
水
道
部
長　

道
路
の
沈
下
は
、
工
事
で
下
水
道

管
を
通
し
た
後
、
管
の
回
り
に
山
砂
な
ど
を
入
れ
土
を

戻
し
て
も
、
一
度
掘
り
起
こ
し
た
土
で
す
か
ら
、
入
念

に
上
か
ら
転
圧
を
か
け
て
も
十
分
に
土
の
す
き
間
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
へ
こ
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
道
路

工
事
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
の
瑕か

疵し

担
保
期
間
を
設
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
内
に
で
こ
ぼ
こ
な
ど
の

欠
陥
が
あ
っ
た
場
合
は
、
業
者
に
厳
重
な
指
示
を
し
、

必
ず
手
直
し
を
さ
せ
ま
す
。
検
収
に
つ
い
て
は
、
現
場

を
目
視
し
、
経
過
を
写
真
で
判
定
す
る
な
ど
確
認
し
た

上
、
完
了
後
は
検
査
・
監
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

▽中丸小学校区

■日　　時 ７月６日（水）　午後７時～９時
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 押延区、須和間区、舟石川中丸区、
原研長堀１・２区、緑ヶ丘区、南台区の住民
■参加者数 30人

地
区
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

私
た
ち
は
、
活
動
を
開
始
し
て
今
年
で
５
年
目
に
な
り

ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
主
な
活
動
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

「
中
丸
ビ
オ
ト
ー
プ
」
づ
く
り
は
、
木
道
が
３
分
の
１

ほ
ど
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
は
木
道
を
渡
り
、

遊
歩
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
須
和
間
公
園
墓
地
の
西
端
に
あ
る
下
諏
訪

古
墳
群
地
内
の
下
草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
そ
こ
で
素
晴

ら
し
い
景
色
を
眺
望
で
き
る
良
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
改
善
に
よ
る
動
物
の
回
帰
と
い
い
ま
す
か
、

絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
、
村
内
４
個
所（
内
３
個
所
が
中
丸
地
区
内
）

で
発
見
で
き
ま
し
た
。
卵
を
産
め
る
場
所
を
作
る
な
ど
、

少
し
環
境
を
改
善
し
た
こ
と
で
多
く
の
産
卵
が
確
認
で

き
、
こ
れ
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る
際
の
一
つ
の
手
段
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
残
す
た
め
に
そ

の
保
護
・
復
元
を
積
極
的
に
行
い
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
次
の
段
階
へ
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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▼
今
年
度
行
わ
れ
る
緑
化
推
進
事
業
は
、「
石
神
・
真

崎
地
区
に
お
い
て
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
緑
地
保

全
活
動
お
よ
び
公
園
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
緑
化
推
進

の
た
め
の
基
金
を
創
設
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
予
算
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
公
園

ば
か
り
で
は
な
く
緑
地
の
保
全
に
つ
い
て
深
く
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
建
設
水
道
部
長 

緑
化
基
金
は
、
人
々

に
安
ら
ぎ
を

与
え
、
景
観
形
成
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
欠
か
せ
な
い

緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
緑
地
の

保
護
・
保
全
、
失
わ
れ
た
自
然
の
回
復
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。こ
の
事
業
は
村
発
足
50
周
年
事
業
の
一
環
で
、

石
神
城
址
公
園
の
整
備
や
真
崎
古
墳
群
の
保
全
を
行
う

も
の
で
、
公
園
の
整
備
と
い
う
よ
り
、
自
然
の
状
態
に

少
し
手
を
加
え
な
が
ら
良
い
環
境
で
保
全
し
て
い
く
と

い
う
考
え
で
す
。

▼
都
市
計
画
事
業
で
、
中
丸
地
区
に
公
園
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
何
年
ご
ろ
に
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

▽
建
設
水
道
部
長 

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
現

時
点
で
、
道
路
は
11
％
ほ
ど
、
家
屋
移
転
は
20
％
ほ
ど

完
了
し
て
い
ま
す
。
区
画
整
理
地
内
に
お
住
ま
い
の
方

の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ（
生
活
の
基
盤
な
ど
を
形
成
す

る
も
の
）
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
家
屋
移
転
を
最
優
先

と
と
ら
え
実
施
し
て
い
ま
す
。
神
楽
沢
近
隣
公
園
の
整

備
は
、
そ
の
後
、
も
し
く
は
並
行
し
て
進
め
る
と
い
う

形
に
な
り
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
日
立
東
海
線
が
で
き
、
村
の
管
理
地
と
な
っ
た
所
に

は
草
が
生
え
、
大
量
の
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
農
業

を
営
む
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
こ
と
で
大
変
困
っ

て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

除
草
を
年
に
４
回
実
施
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
経
済
環
境
部
長　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
関
係
課
と
協
議
の
上
、
適
切
な
時
期
に
除

草
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
回
数
を
増
や
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
日
の
よ
う
な
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
、
こ
の
外
宿

１
区
・
２
区
は
村
道
と
畑
地
と
に
段
差
が
あ
り
、
畑
地

の
ほ
う
が
高
い
た
め
土
砂
が
側
溝
に
流
れ
込
ん
で
い
る

状
態
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
側
溝
が
埋
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、
難
し
い
課
題
と
は
思
い
ま
す
が
改

善
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
建
設
水
道
部
長　

道
路
を
築
造
す
る
と
き
に
は
、
地

権
者
の
方
に
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
道
路
の
方
が
畑

地
よ
り
低
く
な
る
こ
と
も
了
解
を
得
て
い
ま
す
の
で
，

で
き
ま
し
た
ら
畑
地
の
所
有
者
の
方
々

に
工
夫
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
側
溝
に
流
れ
込
ん

だ
土
砂
を
排
出
す
る
場
合
に
は
、
処
分
費
と
し
て
少
な

か
ら
ず
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
道
６
号
か
ら
石
神
小
学
校
へ
向
か
う
道
路
の
入
口

の
辺
り
に
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。
雨
の
日
に
は
、
車
が

通
過
す
る
た
び
に
水
た
ま
り
の
水
が
は
ね
て
、
子
ど
も

た
ち
が
そ
れ
を
よ
け
よ
う
と
、
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に

傘
を
横
に
し
て
い
る
の
で
か
わ
い
そ
う
で
す
。
こ
の
道

路
は
随
分
痛
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
、
道
路
の
改
修
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
建
設
水
道
部
長　

現
場
を
確
認
し
て
、
す
ぐ
に
直
せ

る
も
の
で
あ
れ
ば
早
急
に
補
修
し
ま
す
。

▽石神小学校区

■日　　時 ７月７日（木）　午後７時～９時
■場　　所 石神コミュニティセンター
■対　　象 外宿１・２区、内宿１・２区、
竹瓦区の住民
■参加者数 75人

地
区
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

「
石
神
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
石
神

城
址
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
昨
年

10
月
、
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
石
神
城
址
の
約
４
分

の
１
に
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
や
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
な
ど
約

１
０
０
０
本
を
、
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
遊
歩
道
を
取

り
巻
く
よ
う
に
植
栽
し
植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
村
の
事
業
の
一
環
と
し
て
井
戸
を
掘
る
事
業
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
な
ど
が
生
育
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
秋
に

は
、
第
２
回
の
植
樹
祭
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
行
政
と
の
協
働
で
自
然
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
づ
く
り
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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村政への提案レター
あなたの声をお聞かせください

●村政に関する意見・要望・身近なことについての提言など、

　どしどしお寄せください。

●「広報とうかい」で紹介する場合もあります。

●この封書は、平成19年３月31日まで有効です。

● 7● 7● 7

き

り

と

り

線

き り と り 線

料金受取人払

東海局承認

4
差出有効期間
平成19年3月
31日まで

切手を張らずに
お出しください（　　　）

〈
受
取
人
〉

東
海
村
大
字
白
方
一
七
四
八
番
地
一

　

（
東
海
村
企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
扱
い
）

　
　
　
　

東　

海　

村　

長　
　
　

行

3 1 9 1 1 9 0

　封書は切手を張らずにポストに投
とう

函
かん

してください。

　また、このレターはお互いの立場を尊重するものと考えていますので､必ず

住所・氏名・電話番号を明記してください。無記名のものはお答えできません。

■問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線1341）

き り と り 線
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あなたの声を村政に
　まちづくりのアイデア、身近な問題、みんなに
提言したいこと、何でも結構です。
　行政には目が届かない問題もあると思います。
みんなが工夫すれば、解決できることも多いと思い
ます。難しく考えないでどんな小さなことでも結構
です。
　みんなで支え合えるまちづくりのために、あなた
の知恵をお貸しください。

※無記名にはお答えできません。必ずあなたの住所・氏名を書いてください。
　名前を伏せてほしい方は、氏名の後に「匿名希望」と書き加えてください。

き

り

と

り

線

き り と り 線

き り と り 線

の り し ろ

の り し ろ

の

り

し

ろ

件　名

住
所
東
海
村

氏
名

職
業

年
齢

電
話
番
号

（これは封書になりますので、切り取って投
とう

函
かん

してください。）
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新しい村立東海病院
　新しい村立東海病院では、一般病棟と療養病棟の２種

類の病棟を造ります。

　療養病棟には、「医療保険適用型」「介護保険適用型」の

２つのタイプがあります。この違いは保険の支払い方法

によるものですが、新しい村立東海病院では、「医療保険

適用型」の療養病棟となります。医療保険対応で、介護保

険の対象とならない患者さんも入院することができ、入

院中に今後の療養方針をご家族や専門相談員と話し合い

ながら決めていきます。

　通常、治療後は退院し、自宅に帰ることになりますが、

中には、病気はある程度良くなっても自宅に帰れるほど

元気ではない患者さんや、治療の限界もあり、これ以上

の入院治療を必要としない患者さん（特に高齢者）がいま

す。このような方を対象とした、病院と在宅（自宅）との

中間の入院施設が“療養病棟”です。

　療養病棟は、“病院”の一部なので、常時医療専門スタッ

フがいます。専門スタッフによる食事訓練やリハビリテー

ション等で、一日も早く在宅（自宅）へ戻り、普通の生活

や自宅での家族による介護ができるように努める病棟で

すので、家庭環境により近い病棟といえます。しかし、

在宅生活等がどうしても困難な場合は、主治医・専門相

談員・ご家族と相談し、介護保

険施設への入居や転院等を考え

ていくことになります。新しい

東海病院は、患者さんにとって

より良い生活が送れるように協

力していきます。

療養病棟ってどんなところ？

療養病床の基準との比較
基　準 新東海病院

病床数 １病室４床以下 個室 ４床室

患者１人当たり
の病室面積

6.4以上 18.2 6.7

機能訓練室面積 40以上 152

患者１人当たり
の食堂面積

１以上 1.28

特殊浴室 有ること 有る

（単位：平方メートル）

療養病棟

療養病棟
介護保険適用型

療養病棟
医療保険適用型

※介護保険認定者のみ ※介護保険認定者以外
　の方も対象

生きがい

　前回に関係しますが、医師は患者さまからの正確な情報で約80パーセント診断す

ると言われています。今回は、「診察の必要性」について説明したいと思います。

■診察は重要です
　初めての患者さまは、体の全体的な診察を行うことが多いです。痛いところだけ

を見るのではなく、その反対側や関連するほかの部分も診察します。その結果、レ

ントゲンや血液検査へと診断を進めていきます。十分に診察をしないと、余計な検

査を行う結果となり、費用も高額になります。それと同時に、正確な診断ができないこともあります。

　再診の患者さまでも、治療効果の判断に“診察”は重要です。ただ薬を飲んでいれば良い、ただ電

気をかけていれば良いというわけではないのです。“診察”をして治療が効果的であれば治療を継続

する、あるいは使用薬の減量などを行い、治っていれば治療の中止や終了とします。効果がなけれ

ば治療の追加や変更を行います。効かない薬や治療を無駄に継続することはいかがなものでしょう

か。無駄な治療を減らすためにも、“診察”が必要です。なお、医師が診察をしないで薬を処方する

ことは、医師法に抵触することになります。

東海病院整形外科医師　大場　義幸病院への上手なかかり方（その２）

問 合 せ　新病院建設準備室（☎287-0899　電子メールsinbyouin@vill.tokai.ibaraki.jp）

自宅

相談員
リハビリテーション

家族



10 ●● 11

広がれ！“地域住民の輪”

●おいしい食習慣のすすめ

●大自然の中で広がる友情の輪

８月３日、東海村食生活改善推進員連絡協議会（今橋絹枝

会長、会員数118人）による「親子の食育教室」が石神コミュ

ニティセンターで開催されました。これは、親子が協力し

ながら料理を作る楽しみを体験するとともに、子どもたち

に小さいころから適切な食習慣を身に付けてもらおうと、

４・５歳児とその保護者を対象に行ったもの。同協議会会

員の指導の下、参加した19組の親子はふれあいや会話を

楽しみながらクッキング。食事の後は、栄養のバランスな

どについての話を聞き、“食育”を楽しく体験できたようです。

７月27日、「第16回友情の船北海道研修の旅出発式」が東

海文化センターで行われました。「友情の船北海道研修の

旅」は、５泊６日にわたる研修を通して、子どもたちの自

立心やリーダーシップを養うとともに、友情を深めること

を目的としたもの。式典では、195人の参加者を代表して、

小学生６人が「北海道の大自然を楽しみながら、たくさんの

友達をつくってきます」と宣誓。中学生リーダーが作詞作曲

したテーマソング「笑顔」を合唱した参加者たちは、たくさ

んの保護者に見守られる中、元気いっぱいに出発しました。

７月23日、原研荒谷台区（原田正英区長、97世帯）の主催

による荒谷台夏祭りが、第１荒谷台公共棟広場前で開催さ

れました。これは、「いきいき地域活力事業」の一環として、

地域住民の親ぼくと融和を図ることを目的に行われたも

の。会場は、ヨーヨーすくいやくじ引き、ストラックアウ

トや犬のバルーンに大喜びする浴衣姿の子どもたち、また、

世間話に花を咲かせる大人たちで大にぎわい。「この区に

は、若い人も多い。このお祭りが、地域住民の輪が広がる

きっかけになれば」と原田区長は笑顔で話してくれました。
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●目で見て肌で触れて感じたことを表現します

●子どもたちの“宝”直します

●これからも地域住民の交流の場として成長し続けます

●子どもたちを健全にはぐくみましょう！

８月７日、「真崎コミュニティセンター創立10周年記念式

典」が真崎コミュニティセンター（園部実センター長）で行

われました。館内では、黒羽根弘一真崎コミセン企画運営

委員会会長の「地域に根差した場所となったのは、皆さんの

努力のおかげ」とのあいさつに続き、今までの運営に尽力し

た方を表彰。広場では、恒例の「真崎コミセンまつり」が行

われ、子どもから大人まで楽しんでいました。10周年とい

う節目を迎えた同コミュニティセンター――。地域住民の

交流の場として欠かせない“存在”になりつつあるようです。

７月９日・16日の２日間にわたり、「おもちゃドクター養

成講座」が総合福祉センター「絆
きずな

」にて開講されました。こ

れは、「頼れるお父さん講座」の一環として開講されたも

ので、家庭で壊れてしまったおもちゃを直すおもちゃドク

ターを養成し「おもちゃ病院」を立ち上げることを目的とし

たもの。参加者は、小林牧雄さん（おもちゃ病院連絡協議

会監事）の下、①おもちゃの故障診断や診察法、②損傷し

た個所の修理法、③プラレール（プラスチック製の機関車）

の動力ユニットの分解・組立などを熱心に学んでいました。

７月から９月にかけ、特に夏休み期間の青少年の非行防止を

図るため、青少年育成団体や関係機関による巡回活動（延べ

76回、参加予定者：延べ964人）が実施しています。８月２日

、おそろいの帽子と腕章を身に付けた10人の参加者は、「青

少年は地域社会からはぐくむ」という共通の理解と認識の

下、青少年の問題行動（器物破損、恐喝、暴行など）の早

期発見や、非行の未然防止などを心掛けながら、ＪＲ

東海駅とその周辺を巡回しました。皆さんも、青少年

健全育成のための活動を積極的に推進していきましょう。

６月12日から22日まで、東京都美術館で開催された「第77

回新構造展」で、高橋忠治さん（石神内宿在住）が「損保ジャ

パン美術財団奨励賞」を受賞しました。この賞は、新進芸

術家の支援・育成や優秀美術家の表彰を目的に同財団が授

与しているもの。７月11日、その受賞報告のために村上

村長を訪れた高橋さんは、「今後も自分の目で見て、肌で触

れて感じたことを描いていきたい」と話していました。なお、

受賞作品は、来年３月に損保ジャパン東郷青児美術館で開催

される「損保ジャパン美術財団選抜奨励展」で展示されます。



12 ●● 13

　
　

【
俳　

句
】

夕
蝉
を
遠
く
に
き
い
て
日
は
暮
れ
る

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

稲
妻
の
一
閃
雲
を
ち
ぎ
り
け
り　

白
方　

柴
田　

一
声

夏
草
の
生
い
茂
る
中
風
あ
り
て

 
舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

ふ
る
さ
と
の
山
な
み
想
う
虫
の
声　

 

外　

宿　

西
山　

純
一

朝
日
射
し
峰
影
揺
る
る
青
田
波 

村
松　

松
本　

正
勝

岬
に
て
赤
い
大
地
の
サ
ン
ゴ
草　

豊
岡　

中
島
エ
ミ
子

気
だ
る
さ
も
静
々

ぬ
け
し
秋
扇

 

白　

方　

根
本　
　

武

紫
陽
花
の
長
き
命
や
通
り
雨　

白　

方　

根
本　

怜
子

丁
寧
に
残
暑
の
見
舞
師
に
さ
さ
げ

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

青
梅
雨
の
寂
然
と
う
つ
初
穂
か
な

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

　
　

【
短　

歌
】

終
戦
も
知
ら
ず
歩
き
し
満
州
の
死
線
の
広
野
二
十
二
才

夏 

南　

台　

根
本
内
俊
男

思
い
出
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
亡
き
夫
遺
影
と
な
り
て
微

笑
み
居
り
ぬ 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

久
び
さ
に
娘
の
家
の
庭
に
居
り
色
様
々

の
花
に
見
と
れ

る 

船　

場　

中
井
川
し
げ

梅
雨
寒
に
病
む
友
案
じ
わ
が
お
れ
ば
花
か
ら
花
へ
く
ろ

揚
げ
羽
舞
う 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　

「
お
願
い
し
ま
す
！
」毎
週
日
曜
日
、
舟
石
川
小

学
校
の
校
庭
に
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
響
き
渡
り
ま

す
。
現
在
、
舟
石
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
村
内
在
住
の
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
団
員
21
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
３
月
か
ら
は
、
練
習
試
合
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
リ
ー
グ
戦
・
各
種
大
会
に
出
場
。
そ

の「
リ
ー
グ
戦
」は
３
月
か
ら
11
月
ま
で
の
長
丁
場

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、「
笠
松
ス
ポ
ー
ツ
天

国
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
５
月
か
ら
10
月
ま

で
）、「
関
東
大
会
茨
城
県
予
選
」（
６
月
）、「
茨

城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」（
７
月
）、

「
元
気
カ
ッ
プ
東
日
本
大
会
」「
霞
ヶ
浦
大
会
」（
８

月
）、「
関
東
大
会
茨
城
県
新
人
戦
」（
10
月
）、「
日

本
原
子
力
発
電
㈱
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
那
珂
市

近
郊
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会
」（
11
月
）
な

ど
、
各
種
大
会
に
出
場
。
そ
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
駅
伝
大
会
」（
12
月
）、「
ス
キ
ー
交
流
会
・

卒
団
式
」（
３
月
）
と
い
う
よ
う
に
、
年
間
を
通
し

て
数
多
く
の
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
後
援
会
の
御

協
力
の
お
陰
で
、
毎
年
、
予
定
通
り
無
事
に
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
出
場
す
る
と
、
い
つ
も「
練
習
や
練
習

試
合
で
勉
強
し
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
ほ
し

い
…
」、
ま
た「
見
学
に
来
る
人
た
ち
に
感
動
を
与

え
た
り
、
指
導
者
の
私
た
ち
で
す
ら
、
鳥
肌
を
立

て
て
し
ま
う
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
試
合
を
…
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
基
本
が
大

事
で
す
の
で
、
基
本
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
忍
耐

強
く
教
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
そ
の
基

本
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
も
身
に
付
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
時
に
経
験
し
た
親
と
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
記
憶
に
残
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
手
の
空
い
た
時
間
を
利
用
し

て
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

き
っ
と
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
よ
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.g
eo
cities.jp

/fu
n
a
sy
o
u
so
ftb
a

ll/in
d
ex
.h
tm
l

）
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
ま
で
出

場
し
た
各
大
会
の
結
果
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
団
員

を
随
時
募
集
中
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
興
味

の
あ
る
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、
電
子
メ
ー
ル

（fu
n
a
sy
o
u
so
ft@
y
a
h
o
o
.co
.jp

）
等
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ６６

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

舟石川ソフトボールスポーツ少年団に携わって
 　舟石川ソフトボールスポーツ少年団指導者会長

船場　圷
あくつ

　孝
たか

明
あき
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エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

僕
が
入
部
し
て
い
る「
東
海
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
」

は
、
創
立
当
時
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
今
ま
で
に

11
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
関
東
大
会
の
上
位

６
チ
ー
ム
が
で
ま
す
。
昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
出

場
で
き
な
か
っ
た
の
で
、「
今
年
こ
そ
は
12
回
目

の
出
場
を
！
」
と
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
日
中
照
り
返
し
の
強
い
真
夏
は
、
気
分
が
悪

く
な
る
ほ
ど
の
厳
し
い
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
冬
に
な
る
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持
つ
手
が
か
じ

か
み
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
た
び
に
手
が
痛
む
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

練
習
試
合
は
、
県
内
で
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
持

つ
高
校
が
無
い
の
で
、
他
県
の
高
校
生
と
試
合
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
は
高
校
生
だ
け
で
は

な
く
、
大
学
生
と
も
練
習
試
合
を
や
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

通
常
、
練
習
試
合
は
30
分
の
試
合
を
１
日
６
本

行
い
ま
す
。
５
本
目
、６
本
目
の
試
合
に
な
る
と
、

足
が
つ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
次
の
日
、
全
身
が
筋

肉
痛
に
な
っ
た
り
し
て
大
変
で
す
。
そ
れ
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持

ち
が
あ
っ
た
の
で
、精
一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
６
月
、
東
海
高
校
で
関
東
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
３
位
入
賞
。
目
標
と
し
て
い

た
、
12
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
権
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
８
月
。
千
葉
県
の
大
原
市
で
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
、
１
回
戦
は
大
阪
府
の
精

華
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
が
始
ま
る
と
互

角
の
勝
負
で
、
前
半
戦
を
０
対
０
で
終
え
、
後
半

戦
に
突
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
半
に
入
り
、

僕
た
ち
の
チ
ー
ム
の
集
中
力
が
切
れ
始
め
た
と
き

に
、
１
点
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
僕
た
ち
は
怒
と
う
の
攻
撃
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
反
撃
及
ば
ず
、
そ
の
ま
ま
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
…
。

０
対
１
で
負
け
て
し
ま
い
、
す
ご
く
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
負
け
て
し
ま

っ
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習
に
励
み
、
来
年
の
大

阪
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
獲
り
の
完
熟
か
ぼ
ち
ゃ
を
手
に
持
ち
て
ど
ん
な
旨
味

か
期
待
ふ
く
ら
む 

外　

宿　

小
林
美
代
子

古
代
人
の
生
活
の
あ
と
を
偲
び
つ
つ
堀
り
た
る
遺
跡
に

ロ
マ
ン
を
思
う 

村　

松　

高
橋　

正
弘

裏
山
の
梢
の
先
ま
で
赤
く
染
め
程
な
く
終
戦
八
才
の

夏 

内　

宿　

村
上　

文
江

か
く
れ
ん
ぼ
の
幼
な
兄
弟
あ
ど
け
な
し
カ
ー
テ
ン
の
蔭

に
く
す
く
す
笑
う 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

開
放
日
七
夕
祭
り
に
集
ま
り
て
ロ
マ
ン
を
求
め
短
冊
に

書
く 
照　

沼　

佐
藤　
　

昇

定
年
の
妻
に
い
た
わ
る
こ
と
ば
な
く
ふ
が
い
な
き
吾
に

職
さ
が
し
い
て 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

た
れ
だ
ろ
う
蝉
と
緑
の
あ
わ
い
よ
り
聴
え
る
曲
は「
北

の
国
か
ら
」 

舟
石
川　

渡
辺　

敏
博

広
き
田
は
見
渡
す
限
り
緑
濃
く
出
穂
近
か
ら
ん
天
の
恵

み
に 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

夜
明
け
前
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
宮
の
森
今
日
は
一
日
酷
暑

に
な
ら
ん 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

治
療
室
の
ニ
階
の
窓
に
ひ
び
く
音
阿
漕
の
花
火
ま
ぶ
た

に
描
く 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

自
ら
の
香
り
放
ち
て
勢
へ
る
韮
の
花
刈
る
夏
の
終
り

に 

船　

場　

吉
沼　

良
子

インターハイに向けて頑張ってきたこと 

　　　　　　　東海高等学校２年

船場　酒
さか

井
い

　健
けん

次
じ

●「
文
芸
と
う
か
い
」作
品
募
集

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
発

行
１
か
月
前
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、
か
い
書（
読
み

に
く
い
漢
字
に
は
ル
ビ
を
付
け
て
）
で
作
品
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
一
部
添
削
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
が
利
用
す
る
介
護
保
険
施
設
等（
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
保
健
施
設
、
療
養
型
医
療
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
）
で
は
、
①
本
人
や

ほ
か
の
利
用
者
の
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
②
拘
束
以
外
に
介
護
す
る
方
法
が
な
い―

―

場

合
を
除
き
、
身
体
拘
束（
体
を
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る
な

ど
、介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
施
設
等
で
は
、
身

体
拘
束
廃
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に

身
体
拘
束
が
行
わ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
茨
城
県
で
は
、
介
護
保
険
施
設
等
で
の
身
体

拘
束
廃
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、

平
成
17
年
度
茨
城
県
身
体
拘
束
ゼ
ロ
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
相
談
や
身
体
拘
束
を
廃
止
す

る
た
め
の
ケ
ア
の
工
夫
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
助
言
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
施
設
等
の
利
用
者

や
そ
の
家
族
、
施
設
の
職
員
な
ど
、
身
体
拘
束
に
関
す

る
心
配
事
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時 

①
毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

②
毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午　

※
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
の
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す（
回

答
は
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
行
い
ま
す
）。

●
問

合

せ 

①
茨
城
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会（
☎

241
局
８
５
２
９　

FAX 

241
局
４
４
５
６
）　

②
茨
城
県

作
業
療
法
士
会（
介
護
老
人
保
健
施
設「
涼
風
苑
」
内

☎
０
２
９
７
63
局
０
０
０
８　

FAX
０
２
９
７
63
局

０
０
１
８
）

茨
城
県
身
体
拘
束
ゼ
ロ
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
し
た

　「岡部先生の詩には小・中学生との優しい

語らいと心のふれあいがある。その詩集『こ

ころね』を読んだとき、先生の心の音
ね

を筆を

通して表現してみたくなりました。」　※最終

日は午後３時に閉館します。

10
月
２
日（
日
）
〜
８
日（
土
）

岡部千草の詩集「こころね」を書く～曾澤小伯の書展

　移りゆく東海村や村民の生活など、東海村

写真連盟会員が２年がかりで撮影した作品を

中心に、約100点を展示します。あらためて

東海村を見直し、郷土の素晴らしさを見てい

ただければ幸いです。　※最終日は午後３時

に閉館します。

東海村を撮る《東海村発足50周年記念事業》

　全日本写真連盟は、朝日新聞社を母体とし

た集団です。今回は、ひたちなか支部の26人

がテーマを設けずに撮影した風景・スナップ

などを展示します。作者の感性が集結した作

品をお楽しみください。　※最終日は午後２

時に閉館します。

９
月
11
日（
日
）
〜
17
日（
土
）

全日本写真連盟ひたちなか支部創立30周年記念展

　東海美術連盟や美術団体「新構造社」などで

活躍する絵画作家高橋忠治さんの個展です。

近年のシリーズ「宙の指環」を中心に展示しま

す。鮮やかな色面をご覧ください。　※最終

日は午後３時に閉館します。

高橋忠治絵画展～交錯する光を描く～
10
月
９
日（
日
）
〜
22
日（
土
）

９
月
18
日（
日
）
〜
24
日（
土
）
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国
民
年
金

だ 

よ 

り

誕
生
月
に
は

現
況
届
の
提
出
を

　

国
民
年
金
受
給
者
の
現
況
届

　

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
誕
生
月

に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
況
届

は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
大
事
な
届
け
出
で
す
。
誕
生
月
の

上
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
て
き

ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
、
加
給
年
金
額
対
象
者
の
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、
切
手
を
張
っ
て
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
人
が
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
親
族
な
ど
が
代
筆
す
る
と
き
は
、「
受
給

権
者
欄
」
や「
加
給
年
金
額
対
象
者
欄
」
な
ど
に
漏
れ
な

く
記
入
し
た
上
で
、「
代
理
人
署
名
欄
」に
代
筆
者
の
氏

名
・
住
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
ま
た
は
、
提

出
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
現
況
届
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
届
い
て

か
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
受
け
て
い
る
障
害
基
礎
年
金
の
傷
病
の
種

類
に
よ
っ
て
は
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　　日 毎週土曜日（第５

　　　　　土曜日を除く）

時　　間 午後２時～３時

場　　所 おはなしコ―ナー

内　　容 絵本の読み聞かせ

 などを行います。

休館日
９月12日（月）・19日 （月）

　　20日（火）・23日（金）

 　　26日（月）・30日（金）

10月３日（月）・10日（月）

　　11日（火）

　

開
館
20
周
年
記
念
音
楽
会「
雅
楽
の
夕
べ
」

　

水
戸
雅
楽
会
が
、
日
本
古
典
音
楽「
雅
楽
」を
舞
楽
と

と
も
に
説
明
を
交
え
て
演
奏
し
ま
す
。

●
期　
　

日 

10
月
８
日（
土
）　

●
時　
　

間 

午
後
５
時
10
分
か
ら
６
時
10
分
ま
で

●
場　
　

所 

図
書
館

　

第
10
回
古
本
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

10
月
30
日（
日
）か
ら
11
月
６
日（
日
）ま
で
開
催
す
る

古
本
市
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
期　
　

間 

10
月
９
日（
日
）〜
11
月
13
日（
日
）

●
対　
　

象　

18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
は
除
く
）

●
内　
　

容　

本
の
整
理
、
古
本
市
の
受
け
付
け
な
ど

●
申
し
込
み
・
問
合
せ　

９
月
30
日（
金
）ま
で
に
図
書

館（
☎
282
局
３
４
３
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

最
近
の
人
気
本（
７
月
１
日
〜
８
月
16
日
）

●
一

般

書 

　

「
東
海
村
の
自
然
」（
東
海
村
の
自
然
調
査
会
編
集
／

東
海
村
教
育
委
員
会
）

　

「
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」（
田
中
周
子
著
／
大
月
書
店
）

「
ド
ラ
え
も
ん
１
」（
藤
子･

Ｆ･

不
二
雄
著
／
小
学
館
）

　

「
ね
ん
ど
・
古
新
聞
で
つ
く
る
手
づ
く
り
貯
金
箱
お
も

し
ろ
工
作
ラ
ン
ド 

」（
井
上
征
身
著
／
い
か
だ
社
）

「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（
恩
田
陸
著
／
新
潮
社
）

●
児
童
書（
課
題
図
書
を
除
く
）

　

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
と
な
ぞ
の
ひ
こ
う
き
」「
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
ぜ
っ
た
い
ぜ
つ
め
い
」「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

つ
か
ま
る
!!
」（
は
ら
ゆ
た
か
作
／
ポ
プ
ラ
社
）

　
「
ミ
ッ
ケ
！
２
」（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
著
／
小
学
館
）

　

「
あ
か
ち
ゃ
ん
ま
ん
と
ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」（
や
な

せ
た
か
し
作
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

　

第
133
回
芥
川
賞
・
直
木
賞
受
賞
作
品
の
貸
し
出
し

●
芥
川
賞
受
賞
作
品 

　

「
土
の
中
の
子
供
」（
中
村
文
則
／
新
潮
社
）

●
直
木
賞
受
賞
作
品

　

「
花
ま
ん
ま
」（
朱
川
湊
人
著
／
文
芸
春
秋
）

　

予
約
が
集
中
し
た
本
の
貸
出
期
間

　

予
約
が
集
中
し
た
本
は
、
貸
出
期
間
を
１
週
間
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
限
ら
れ
た
冊
数
の
本
を
多
く
の
人

に
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
一
般
向
け　

　

料
理
の
本
・
実
り
の
秋
を
美
味
し
く
た
べ
る
！

●
児
童
向
け　

　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

●
幼
児
向
け　

　

【
上
旬
】け
い
ろ
う
の
日 　

【
下
旬
】た
い
い
く
の
日
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募集

平成 17 年８月１日現在
前月比

世帯数 13,051 世帯  ＋ 20
総人口 35,593 人 ＋ 50
　男 17,935 人 　＋ 34
　女 17,658 人 ＋ 16

人口と世帯数 9・10 号／お知

クアップ／ Sep.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

久慈川とその周辺の写真を募集
　久慈川水系環境保全協議会では、久慈川と
久慈川水系の河川周辺の四季折々の美しい景観
や、川と住民生活とのかかわりをとらえた写真
など、久慈川水系にまつわるさまざまな情景写
真、テーマ写真を募集します。お寄せいただい
た写真は「久慈川のほとり」に掲載予定です（応
募多数の場合は選考）。なお、応募写真の版権は、
同協議会に帰属しますのでご了承ください。皆
さんのご応募をお待ちしています。
■申し込み・問合せ 12月２日（金）までに、写
真（キャビネ判まで、デジタルカメラはデー
タを提出、未発表作品、標題・撮影場所・日
時・撮影者氏名・年齢・住所・電話番号を明
記）を経済環境部環境政策課環境保全係（内線
1451）へお持ちください。

東海村奨学金制度奨学生２次募集
■対　　象 ①村内に１年以上在住している方
の子弟②経済的理由で就学が困難③学業成績
が優秀で向学心旺盛④高等学校・高等専門学
校・専門学校・大学（短期大学を含む）に在学
中――を満たす方

■奨学金の額

■申し込み・問合せ 10月31日（月）までに、所
定の申し込み用紙に必要事項を記入の上、教
育委員会学校教育課企画総務係（内線1412）
へ申し込みください。

区　分 金　額 定　員

高等学校
公立 15,000円

４人私立 25,000円

高等専門学校
第１～３学年 15,000円
第４学年以上 30,000円

９人
大学（短期大学を含む） 30,000円
専門学校 30,000円 ４人

　青少年育成東海村民会議では、発足25周年記
念事業として開催する「歩く会～自然と科学と
歴史のまち見て歩きディスカバリー東海　オン
ロード～ ｣の参加者を募集します。
■期　　日 10月15日(土)　※雨天時は10月16
日(日)に順延となります。
■時　　間 午前９時30分受付、午前10時開会
■場　　所　村松コミュニティセンター集合
■対　　象 村内在住・在勤の方とその家族　
※小さなお子さんが参加する場合は、責任の
持てる方の同伴が必要となります。
■コ ー ス 村松コミュニティセンターを起点
とした村内約８キロメートル
■参 加 費 100円／人(小学生以上の方)
■そ の 他 ①弁当と飲み物をお持ちくださ
い。②小学生以上の方に、記念品（バンダナ）
を差し上げます。
■申し込み・問合せ 教育委員会社会教育課・
各コミュニティセンター・青少年センターに
備え付けの用紙に必要事項を記入の上、９月
24日(土)までに、青少年育成東海村民会議事
務局(青少年センター内　〒319-1115　東海村
船場768　FAX282-7813)へお持ちいただくか、
郵送またはファクシミリで申し込みください。

青少年育成東海村民会議発足25周年記念事業「歩く会」

　初めての子育てに戸惑っていませんか。友達
づくりや子育ての息抜きができる「母と子のサ
ロン」に、ぜひご参加ください。
■日　　時 10月28日から11月25日までの毎
週金曜日（全５回）　午前10時～正午
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の０歳児（平成16年12月
１日から平成17年６月30日までに生まれた第
１子）とその母親（前期に参加した方を除く）
■定　　員 先着15組
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 青少年育成東海村民会議
事務局（青少年センター内）

「母と子のサロン・後期」参加者募集
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

健康維持コース
■期　　日 前半…10月３日（月）から12月17
日（土）までの週１日、または２日　後半…平
成18年１月７日（土）から３月20日（月）まで
の週１日

■対　　象 村内在住の①60歳以上で、体力や
健康の維持を希望する方、②40歳以上で、生
活習慣病の予防や体力の増進を希望する方

■日 程 等 

■参 加 費 

リハビリテーションコース
■期　　日 前半…10月６日から12月15日ま
での毎週木曜日　後半…平成18年１月12日
から３月16日までの毎週木曜日

■時　　間 ①午前11時～正午　②午後１時～
２時
■対　　象 村内在住の40歳以上で、障がいが
あり、機能回復訓練を希望する方

■定　　員 若干名
■参 加 費 前・後半とも3,000円（10回）

場　　所
　総合福祉センター内機能回復プール

内　　容
　水中でのウオーキングや体操など

そ の 他
　①初参加の方を優先します。②参加費は前半
と後半に分けて徴収します。③運動機能を高め
るための用具は個人負担となります（希望者の
み）。④移送サービス（有料）がありますので、
ご希望の方は受け付けの際、申し込みください。

申し込み・問合せ
　９月17日（土）までに、高齢者センター窓口
（総合福祉センター内）へ直接申し込みくださ
い。なお、受け付けの際、簡単な問診を行います。

対　象クラス曜　日 時　間 定　員
① １組 月・金 11：00 ～ 12：00 先着14人
① ２組 月 13：00 ～ 14：00 先着14人
② 土曜 土 11：00 ～ 12：00 先着14人

クラス 前　半 後　半
１組 6,000円（20回） 3,000円（10回）

２組、土曜 3,000円（10回） 3,000円（10回）

水中体操教室参加者募集

■期　　日 10月 ９ 日から11月13日 までの
毎週日曜日（全６回）　※予備日…11月27日
（日）、12月４日（日）
■時　　間 午前９時～ 11時
■場　　所 村テニスコート
■対　　象 中学生以上で、村内在住・在勤・
在学の方、および村内在勤者の同居家族の方
■定　　員 先着60人（最少催行人員15人）
■参 加 費 1,500円／人
■申し込み・問合せ ９月10日（土）から10月１
日（土）まで（初日は午前９時から）に、参加費
を添えて総合体育館へ申し込みください。

■日　　時 10月16日（日）　午前８時集合（ふ
れあいの森公園駐車場）
■目 的 地 那須ハイランドパーク
■対　　象 村内在住の母子家庭の親子
■定　　員 35人（申し込み多数の場合は抽選）
■参 加 費 1,000円／世帯（入場料・昼食代を
含む）　※乗り物代は自己負担となります。
■申し込み・問合せ ９月23日（金）までに、境
洋子さん（東海村母子寡婦福祉会会長　☎
282-4817）へ申し込みください。

親子日帰り研修会参加者募集

　久慈川水系環境保全協議会では、久慈川に関
する風習などをつづった「久慈川のほとり第19
号」の「水辺の話」に掲載する原稿を募集します。
■テ ー マ 川遊び、和紙作り、流域の祭り・
風情など昔から言い伝えられていること
■そ の 他 ①800字から1200字程度でまとめ
てください。②原稿は、一部割愛する場合が
ありますので、ご了承ください。
■申し込み・問合せ 12月２日（金）までに、経
済環境部環境政策課環境保全係（内線1451）
へ申し込みください。

「久慈川のほとり第19号」掲載原稿を募集します

チャレンジスクールテニスの部part２参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
11日(日) 尾形医院 282-4781

18日(日) 東海クリニック 283-1711
19日(月) 東海病院 282-2188
23日(金) 武藤小児クリニック 282-7722
25日(日) 茨城東病院 282-1151

９月の休日診療日程

■日　　時 10月８日（土）　午前９時～正午
■場　　所 総合体育館
■そ の 他 靴、卓球用具をお持ちください。
■申し込み 所定の用紙に必要事項を記入の
上、10月５日（水）までに、総合体育館に備え
付けの申し込み箱へ投

とう

函
かん

してください。
■問 合 せ 本石章司さん（卓球連盟事務局　
☎282-2955）

小学生卓球講習会受講生募集

　東海村青年会では、「ナイトハイク」に参加す
る体力に自身のある方や交友を深めたい方、当
日のスタッフを募集しています。ぜひ、ご参加
ください。
■期　　日 10月１日（土）
■時　　間 午後４時30分受付開始
■場　　所 中央公民館集合
■対　　象 小学４年生以上の方２人以上で構
成されたチーム　※小・中学生のチームは、
20歳以上の方の同伴が必要となります。

■コ ー ス 中央公民館を起点とした村内約
20キロメートル

■そ の 他 スタッフは20歳以上の方で、定員
の制限はありません。

■申し込み・問合せ 参加者の氏名・年齢、代
表者の住所・電話番号を記入の上、９月22日
（木）までに、北村明寛さん（東海村青年会副
会長　FAX282-9818）へファクシミリで申し
込みください。

受講
料

200
円／
人

　踏み台昇降運動器具を用いたステップエクサ
サイズで、大腰筋を鍛えましょう。
■日 程 等

■時　　間 午前９時30分～ 11時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■定　　員 各クラス先着35人
■そ の 他 予約制保育サービス（無料）があり
ます（Ｂクラスのみ）。
■申し込み・問合せ ９月22日（木）までに、保
健センターへ申し込みください。

参加
費

無　
料 ステップエクササイズ参加者募集

クラス 期　日 対　象

Ａクラス
10月５日（水）
10月19日（水）
10月26日（水）

村内在住の40歳以上60
歳未満の方

Ｂクラス
10月７日（金）
10月14日（金）
10月28日（金）

村内在住の20歳以上40
歳未満の方

■期　　日 ①９月22日（木）　②11月25日（金）
■時　　間 午後１時30分～４時
■場　　所 ひたちなか市ヘルスケアセンター
（ひたちなか市松戸町1-14-1）
■対　　象 統合失調症の方の家族
■内　　容 ①演題／「精神科疾患の理解と治
療薬について」　講師／高沢彰さん（汐ヶ崎病
院院長）　②演題／「障害者自立支援法につい
て」　講師／小松崎馨さん（ハートケアセンタ
ーひたちなか施設長）
■そ の 他 ２回ともご参加ください。
■申し込み・問合せ ９月16日（金）までに、福
祉部社会福祉課障がい福祉係（内線1136）へ
申し込みください。

精神障がい者家族教室参加者募集
参加
費

無　
料

■期　　日 10月20日（木）・21日（金）
■時　　間 午前９時～午後５時
■場　　所 消防本部
■対　　象 ①防火管理者に選任される予定の
方　②防火管理業務に従事している方　③防
火管理者資格を取得したい方
■定　　員 先着42人
■申し込み・問合せ 所定の用紙に必要事項を
記入の上、９月26日（月）から、消防本部へ申
し込みください。

甲種防火管理者資格取得講習会受講
料

4,00
0円／

人

　「筋トレを暮らしの中に」をテーマに、講演や
簡単な体操を行います。ぜひ、ご参加ください。
■日　　時 10月５日（水）　午後２時～４時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の方（先着150人）
■内　　容 講演、簡単な体操（実技）
■講　　師 久野譜也さん（筑波大学助教授）
■申し込み・問合せ ９月30日（金）までに、福
祉部高齢福祉課高齢福祉係（内線1163）へ申
し込みください。

参加
費

無　
料「暮らしの中の簡単筋トレ」講演会参加者募集

第８回ナイトハイク参加者・スタッフ募集
参加
費

500
円／
人
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エトセトラ

■期　　日 ９月16日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■対　　象 村内在住で、家庭に心の病気を持
つ方がいる家族
■内　　容 懇談、意見交換
■費　　用 無料
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい
福祉係（内線1136）

　久慈川水系環境保全協議会では、久慈川にま
つわる言い伝えや風習などをつづった「久慈川
のほとり18号」を１冊500円で販売しています。
10号から17号の販売も行っていますので、ぜひ
お買い求めください。
■申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環
境保全係（内線1451）

「久慈川のほとり第18号」を販売しています

　村内で、放火による火災が発生しています（放
火の疑いを含め、１月から８月までに６件）。
建物周囲に置いてある可燃物への放火や、鍵の
掛かっていない建物に侵入しての放火など、手
口が悪質化しています。一人ひとりが①ゴミは
決められた時間に決められた場所へ置く②建物
周囲の暗い場所に照明をつける③倉庫・物置に
も施錠する④建物の周りに燃えやすい物を置か
ない――などの環境づくりに努めましょう。
■問 合 せ 消防本部

　国勢調査は、５年に１度、国
内に住んでいるすべての人を対
象として行います。９月下旬に、
「国勢調査員証」を身に付けた調
査員が皆さんのお宅を訪問し、
調査票を配布しますので、調査

へのご理解・ご協力をお願いします。
■問 合 せ 企画総務部企画財政課企画調整係
（内線1335）

家族交流会を開催します

10月１日は国勢調査の日 放 火 に ご 注 意！

　

友部町●第16回ふるさと友部まつり
◆日　　時 10月22日（土）・23日（日）　午前９
時～午後４時（23日（日）は午後３時30分まで）
◆場　　所 友部中学校（友部町中央4-1-1）
◆内　　容 行政ＰＲコーナー、特産物コー
ナー、キャラクターショーなど

◆問 合 せ 友部町経済環境部産業振興課（☎
0296-77-1101　内線351）

笠間市●第７回笠間シティーマラソン大会
◆期　　日 12月４日（日）　※雨天決行
◆場　　所 笠間芸術の森公園（笠間市笠間
2345）

◆種　　目 ２㎞…小学生・親子・車いす・一
般男女　３㎞…中学生・一般男女　５㎞、10
㎞…一般男女

◆参 加 費 一般・親子の部…2,000円　高校
生…1,000円　小・中学生…300円

◆申し込み・問合せ 10月31日（月）までに、笠間
シティーマラソン大会事務局（☎0296-72-9330
電子メールsogokoen@city.kasama.ibaraki.jp）へ
申し込みください。

ひたちなか市●ひたちなか市産業交流フェア
◆日　　時 11月５日（土）・６日（日）　午前
10時～午後３時30分　※雨天決行

◆場　　所 ひたちなか市総合運動公園（ひた
ちなか市新光町49）

◆内　　容 物産店、即売コーナー、模擬店、
太鼓、キャラクターショー、サンマのつかみ
取りコーナーなど

◆問 合 せ ひたちなか市産業交流フェア推進
協議会事務局（ひたちなか市経済部商工振興
課内　☎273-0111　内線1342）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

　土壌中の病原菌や線虫などを防ぐ土壌線虫剤
（ＤＤ、ドロクロール）の空き缶を回収します。
■日　　時 ９月28日（水）　午前９時～午後３時
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶
■そ の 他 ①缶の中は空にしてください。②
缶の上部と底部の両方に直径５センチメート
ル以上の穴を開けてください（事前に穴を開
けることができない方は、会場に道具を用意
しますので、各自で開けてください）。

■問 合 せ ＪＡひたちなか東海支店（☎282-
0203）

土壌線虫剤の空き缶を回収します
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わ
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　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

し
て
思
い
っ
き
り
羽
を
伸
ば
す
の
で
す

が
、
今
度
は
疲
れ
が
た
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
悪
循
環
。
そ
れ
で
も
こ
ん
な

私
を
、「
マ
マ
大
好
き
」と
体
い
っ
ぱ
い

に
伝
え
て
く
る
実
夢
。
そ
の
笑
顔
に
幾

度
と
な
く
救
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
実
家
に
程
近
い
こ

の
東
海
村
に
移
り
住
ん
で
約
半
年
。
２

歳
に
な
っ
た
実
夢
は
、
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
覚
え
て
会
話
が
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
故
今
ま
で
と
は
違
っ
た
大

変
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
住
み

始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
子
育
て
や

家
事
に
追
わ
れ
、
ま
た
引
き
こ
も
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
以
前
と
は
違
い
、

こ
こ
に
は
子
育
て
を
支
援
し
て
く
れ
る

施
設
や
公
園
が
近
く
に
た
く
さ
ん
あ

り
、
少
し
づ
つ
実
夢
と
外
へ
出
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た

ち
は
多
く
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
次
第
に
気
持

ち
が
楽
に
な
り
、
実
夢
も
表
情
が
増
え

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
夫
と
と
も
に
、
心
に

ゆ
と
り
を
持
ち
、
慌
て
ず
焦
ら
ず
子
育

て
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
、
私
た
ち
家
族
は
東
海

村
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
長
女
・

実み

夢ゆ

が
１
歳
９
か
月
の
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
私
は
結
婚
し
て
か
ら
約

２
年
半
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
か
ら
遠

く
離
れ
た
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

実
夢
を
産
ん
だ
と
き
は
、
実
家
に
里

帰
り
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
育
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
正

直
子
育
て
を
甘
く
み
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
友
人
も
知
人
も
い
な
い
地

で
、
初
め
て
の
子
育
て
が
始
ま
り
ま
し

た
。
夫
は
、
大
学
に
通
い
な
が
ら
生
活

費
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
い
そ
し
む

日
々
で
、
な
か
な
か
子
育
て
に
は
参
加

で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
何
度

か
、
子
育
て
を
支
援
し
て
く
れ
る
施
設

や
公
園
に
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
施
設

の
場
所
が
遠
か
っ
た
り
公
園
に
は
子
ど

も
が
い
な
か
っ
た
り
で
、
次
第
に
私
は

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
、

毎
日
実
夢
と
２
人
き
り
の
よ
う
な
生
活

に
…
。
幸
い
実
夢
は
、
あ
ま
り
手
の
掛

か
ら
な
い
子
で
し
た
が
、
外
出
し
な
い

日
が
続
く
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
実

夢
に
当
た
っ
て
自
己
嫌
悪
に
陥
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
と
き
は
外
出
を

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-54

夢は…。“婦人警官”

村松小学校６年●小
お

野
の

寺
でら

真
ま

由
ゆ

　私の将来の夢は、婦人警官です。私は小さいころか

ら、みんなの安全を守る仕事にあこがれていました。

いろいろな所で警察官を見かけますが、私はいつも、

その一生懸命みんなのために働いている姿に強く心を

打たれます。そして、改めて「将来、みんなの安全を

守る仕事をしたい」と思うのです。いつか婦人警官の

制服を着て働くことを夢見て、今は一生懸命勉強しよ

うと思います。

　近々、郵便局が民営化されそうですが、私の友人の

話によると、将来、警察も民営化されるかもしれない

ということです。でも、たとえ警察が民営化されたと

しても、私がみんなの安全を守る婦人警官になろうと

いう思いは変わりません。だから、自分の夢が実現で

きるようにたくさん勉強して、一生懸命頑張っていき

たいと思います。
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聖
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貴
き

海の中

　海の中でたくさんの魚が泳いでい

る様子を描いてくれたのは、「いろ

いろな魚の名前を知っている」とい

う聖貴くん（５歳）。「この青い魚が

ヒラマサだよ。それから…」と目を輝

かせながら話してくれました。


